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身体の変化、感染症、生活習慣についての正しい知識を持つことで、将来健康な生活を送り、子どもを産み育てる
ことができるようになる。また、望まない妊娠や性感染症等の減少。
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事務事業名
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26
基本方針

H26年度の
事業概要・計画

H27年度の事業計画

年度

15

施　　策

細 施 策

思いやりと温かさがはぐくむ健康・福祉のまちづくり

記入者名
年度

4

平成２６年度　実施計画・事務事業評価（事後評価）シート

健康増進課 873内線

実施計画
１　基本事項

原田美和子部等名 市民福祉部 課等名

生涯を通じた健康づくりの充実

平成

健康づくり対策の充実

目

平成

総合計画上の
位置付け

思春期保健事業

根拠法令・条例、関連計画等

事業期間

思春期保健事業費

手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

市内の中学生２年生

４　事務事業の対象・手段・意図

H28年度の事業計画

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

1
細目項

・思春期の子供たちが将来子どもを産み育てるために必要な知識（妊娠・出産・生活習慣）について知り、適切な
行動ができる。
・命の大切さについて考える機会とする。

-

1

H27年度の事業継続

３　事務事業の概要

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

H25年度の事業概要

・市内の全中学2年生を対象
に①生命の奇跡～妊婦体験
を中心に～②生命の奇跡～
赤ちゃんとのふれあい体験
を中心に～学校の実情に応
じて①又は②を実施。

妊婦ジャケットの購入。

・市内の全中学2年生に①生
命の奇跡～妊婦体験を中心
に～②生命の奇跡～赤ちゃ
んとのふれあい体験を中心
に～学校の実情に応じて①
又は②を実施。

・保健師、助産師による講話
・妊産婦や赤ちゃんとのふれあい体験
・妊婦体験

　対象（誰・何に対して行う事業ですか）



※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）
※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

□ 拡大 ■ 現行のまま継続
□ 改善して継続
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 現行のまま継続
□ 改善して継続
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 現行のまま継続
□ 改善して継続
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

目標値

中学生２年生対象の健康教
育

ｸﾗｽ - - - 10 17 17

実績 実績 実績 目標 目標 目標 年度
指標名 単位

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 最終目標
１　指標の推移

区分

事務事業評価（事後評価）

な　い 理由

国・県や看護協会等の実施があれば活用する。

な　い

あ　る

①

あ　る

望まない妊娠や性感染症の減少に歯止めをかけることが困難になる。

本事業には該当しない。
いいえ

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

□ 

あ　る

　類似事業の有無と統合の可能性はないですか（市以外の取組含む）

■

□ 

効
率
性

□ は　い 理由

②

理由

■ あ　る

そ
の
他

　他の市町村では実施している事業ですか（県内の他市の状況等を具体的に記入してください）

薩摩川内市：H16年から事業開始。小学生は、助産師に依頼して実施。中学2年3年を対象に実施希望をとっている。全校希望あり。大規模校
は、学校に出向き、保健師が実施。小規模校は、6か月健診に生徒に来てもらい、乳児とのふれあいも実施。
日置市：中学校2年、3年を対象に希望のあった学校に実施（8～9割実施）助産師、妊婦、乳幼児に報償費あり。
姶良市：中学校2年を対象に命のふれあい体験を実施。助産師の命の誕生を中心に。赤ちゃん人形の抱っこと妊婦ジャケットを全員体験。
H18年度から開始。

保健師が生命の誕生についても話はできるが、妊娠・出産の場面にいる助産師からの話が子どもた
ちの心に強く響く。

■

　中学２年生に定例の思春期講座として実施していき、平成２７年度からは、中
学２年生全クラス（１７クラス）を対象にする。思春期保健については、生涯学
習課や教育委員会も取り組んでいる点もあり、連携しながら望まない妊娠や性感
染症の予防等に取り組んでいきたい。

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

□ 

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）

　方向性の理由、改善案等

□ 

②

関係機関と連携を取りながら、幅広い年齢層にそれぞれの発達段階に応じた身体と心の健康につい
て正しい情報を提供し、安心・安全で快適な妊娠・出産・育児への支援が期待できる。

　二次評価と同様に現行のまま継続とする。

有
効
性

　成果指標又は実施計画の意図を向上させる余地はないですか

理由

活
動
指
標

①

　今後の方向性（総合評価）

　一次評価と同様に現行のまま継続とし、教育委員会との連携を図るこ
と。

　成果指標を下げずにコスト削減の余地はないですか
（成果指標がない場合は、単純にコスト削減について記入してください）

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

　廃止・休止した場合の影響はありますか

な　い

２　評　　　価

成
果
指
標

■ な　い 理由

□ 


